
木田金次郎美術館☎ 0135-63-2221
開館 20 周年　

木田金次郎　アトリエからの再発見
会期：開催中 3月 29 日（日）まで

第 15 回仲間たち展
岩高美術部 OB・OG 作品展

会期：3月 3日（火）～ 8日（日）
西村計雄記念美術館☎ 0135-72-2525

西村計雄・画業をたどる展覧会
「花～可憐で愛すべきもの～」展
会期：開催中 7月 12 日（日）まで

おやこで楽しむ展覧会
「ときにはコレクターのように」
会期：開催中 7月 12 日（日）まで

第 11 回「つたえる・つたわる箱絵展」
会期：開催中 3月 15 日（日）まで

有島記念館☎ 0135-44-3245
「山下隆博写真展『吹雪の日／凪の海』」

「新見亜矢子作品展」
「平成の『生れ出づる悩み』2014」

いずれも会期：3月 21 日（土）～ 6月 7日（日）
※ 3月 22 日（日）ギャラリートーク　
講師：山下隆博さん、新見亜矢子さん

海と山と田園と －ミュージアムロード情報－

開館時間は 9時～ 17 時

（入館は 16 時 30 分）

3月の休館日

3,10,17,23 ～ 27,31 日

展覧会のお知らせ

　穏やかな陽の光が、少しずつ近づく春の訪れを予感させます。

この時季だけの賑やかな展覧会、いつもの和やかな展覧会の両方

を、ぜひお楽しみください。
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ミュージアム通信
小川原脩記念美術館
☎ 21-4141　FAX 21-4142

URL www.town.kutchan.hokkaido.jp/
culture-sports/ogawara-museum/

倶知安風土館
☎ 22-6631　FAX 22-6632

URL www.town.kutchan.hokkaido.jp/
culture-sports/kucchan-huudokan/

　

昨
年
同
様
に
降
雪
量
が
多
く
、
湿
っ
た
雪
に
見
ま
わ
れ
、
除

雪
作
業
に
は
大
変
ご
苦
労
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
３
月

の
声
を
聞
き
、
少
し
ず
つ
春
の
気
配
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

町
長
就
任
し
て
早
１
カ
月
が
経
ち
ま
す
が
、
こ
の
間
、
就
任

の
挨
拶
回
り
を
は
じ
め
、
各
町
内
会
・
団
体
新
年
交
礼
会
や
来

訪
者
の
多
い
日
が
続
き
ま
し
た
。

　

挨
拶
回
り
で
は
、
各
官
公
庁
か
ら
今
後
発
展
が
見
込
ま
れ
る

倶
知
安
町
へ
の
期
待
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
高
橋
は

る
み
北
海
道
知
事
と
も
面
談
が
で
き
、
北
海
道
新
幹
線
５
年
短

縮
の
取
組
お
礼
や
今
後
の
駅
周
辺
開
発
の
推
進
、
外
国
人
観
光

客
増
加
に
よ
る
雇
用
や
住
宅
政
策
課
題
、
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
誘
致
な
ど
意
見
交
換
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
、
現
在
新
年
度
の
予
算
編
成
作
業
を
終
え
、
町

議
会
に
提
案
す
る
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
依
然
と
し
て
厳

し
い
財
政
事
情
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

検
討
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上
に
努
め
た
つ
も
り
で
す

の
で
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

先
月
は
、
冬
の
最
大
イ
ベ
ン
ト
「
雪
ト
ピ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
た
く
さ
ん

の
方
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
新
イ
ベ
ン
ト
や
好
例
の
目
玉
イ

ベ
ン
ト
な
ど
、
大
い
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
設
営
や
運
営
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し

た
関
係
団
体
の
皆
さ
ま
に
は
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
町
長
杯
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
と
ア
ル
ペ
ン
ス

キ
ー
少
年
団
の
メ
モ
リ
ア
ル
大
回
転
の
大
会
も
そ
れ
ぞ
れ
旭
ヶ

丘
で
行
わ
れ
、
選
手
が
競
技
に
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
お
り
ま

し
た
。
倶
知
安
町
で
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
り
上
が
っ
て

い
る
こ
と
を
、
大
変
嬉
し
く
思
い
、
こ
の
中
か
ら
将
来
、
日
本

や
世
界
で
活
躍
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
卒
業
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
新
生
活
の
準
備
な
ど
で

お
出
か
け
の
機
会
が
多
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
天
候
や
路
面
状

況
の
変
化
に
は
十
分
注
意
し
、
交
通
事
故
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
気

を
つ
け
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

西
江
栄
二

西
江
栄
二

町
長
室
か
ら

「小川原脩記念美術館開館 15 周年記念　自伝風な展覧会―私の歩

いてきた道」

　『わが館自慢の一品』（道新夕刊）に掲載「森の入り口の白い樹」

（1978 年）を展示中。ぜひご覧ください。

　会期：4月 20 日（月）まで

「くっちゃんＡＲＴ 2015」

　今年も多彩な作品が集まりました。油彩・水彩から版画、陶芸

まで、個性豊かな展覧会です。

会期：3月 22 日（日）まで

「マイコレクション展」

　平成 26 年度の新収蔵品を中心に、当館の小川原脩コレクショ

ンをご紹介します。

　会期：3月 28 日（土）～ 4月 20 日（月）

土曜サロン

3月 7日（土）「印象派への旅（3）ルーアンからノルマンディーへ」

3月 14 日（土）「印象派への旅（4）パリからアルルへ」

　時間：14 時～ 15 時　講師：柴　勤（当館館長）　

　会場：当館映像ルーム　聴講無料

☆ 3 月 1日（日）～ 9日（月）は「3・9＠ RT　WEEK（サンキュー

アートウィーク）」。しりべしミュージアムロード各館（木田金次

郎美術館・西村計雄記念美術館・有島記念館）のチケット半券を

ご持参された方には団体料金でのご観覧と、ご来館の皆さまにオ

リジナルグッズプレゼントの特典をご用意しています！

常設展示常設展示

企画展示企画展示

アート・イベントのお知らせアート・イベントのお知らせ



―クッチャン原野―
384 回

　「山々に囲まれ、東西に広く南北に狭く、西から東に向けて徐々に土地が高く、広く占める樹林地は農業に、

丘陵林地は放牧に適し肥沃」と明治 24 年に書かれたクッチャン原野。明治 29 年の地形図（調査は明治 28 年）

を見てみよう。山々の位置や尻別川の蛇行はほぼ正確に描かれているが、細かな部分は想像力で補ったようだ。

羊蹄山の北側に尻別川に沿って低湿地が広がり、そこを抜ける 1本の細道、そしていくつかの地名が記されて

いる。人家は見あたらないのに、すでに倶知安村と記されている。

『巡礼』

1983 年　小川原　脩　画

　ひとりの女性と 2匹の犬がいる。女性が両手を合わせて

頭上へと持ち上げている姿は、チベット仏教における祈り

の所作「五体投地礼」の一瞬を切り取ったものである。全

身を伸ばしてから体を折りたたみ、前方の床へ寝そべり、

また立ち上がることを繰り返す。1981 年 70 歳の小川原脩

は、初めてチベットの中心都市ラサを訪れた。「動」が大

半を占めるこの激しい祈りの中で、動きを止めた「静」の

瞬間が、画家の眼を捉えて離さなかったようだ。

　小川原が描いた「五体投地礼」の作品には、何度か傍ら

に寄り添っている犬が登場する。それらの犬は人に連れら

れているのではなく、人びとと分け隔てなく自由に振る

舞っている。本作品の 2匹はというと、女性と一緒になっ

て礼拝を繰り返す仕草のようにも見えて愛らしい。

　この作品は今年度の新収蔵品。1980 年代のチベットシ

リーズの名品がまた一つ、美術館のコレクションに加わっ

たことをお知らせしたい。
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ミュージアム通信

　大正 9年（調査は大正 6年）の

地形図（左図）は正確さを備え、

多くのことを読み取ることができ

る。しっかりと区画整理がなされ、

道路が通っていたことや大規模な

農場がいくつかあったこと。すで

に函館本線が通り、六号付近に市

街地があったこと。そして農地の

分布が今と変わらないことなど、

今の倶知安に至る基礎が当時すで

にそろっていたことが分かる。

　クッチャン原野の開拓は明治

25 年に始まったとされる。クッ

チャンから倶知安となる大きな節

目は、どうやら明治の後半にあっ

たように見える。


